
平成 　　年 　 月   日

防災機能を有する自然環境を生かした都市公園の整備（防災・安全)
平成27年度　～　平成31年度　（5年間） 四日市市

平成31年度末までに、垂坂公園・羽津山緑地の供用面積を新たに9.6ha確保。
垂坂公園・羽津山緑地の災害時の収容人数を0人(H27)から2,500人(H31)に増加。
公園長寿命化計画に基づく施設整備公園数を0公園(H27)から33公園(H31)に増加。

（H22当初） （H24末） （H26末）
垂坂公園・羽津山緑地の供用面積

１９ｈａ → ２８．６ｈａ

垂坂公園・羽津山緑地の災害時の収容人数(H27) 収容人数＝整備面積A=5,000m2÷避難時必要占有面積2m2/人＝2,500人

０人 → ２，５００人 0人 500人 2,500人

公園長寿命化計画に基づく整備公園数

０公園 → ３３公園 0 公園 18 公園 33 公園

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H27 H28 H29 H30 H31

1-A-1 公園 一般 四日市市 直接 垂坂公園・羽津山緑地都市公園事業 165.0

1-A-2 公園 一般 四日市市 直接 四日市市公園施設長寿命化対策支援事業 250.0

合計 415.0

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H27 H28 H29 H30 H31

合計

番号 備考

　四日市市の住宅団地に隣接した丘陵地にあることから、災害時に避難地として防災機能を確保し周辺住民が安心して暮らせるよう整備を進めるとともに、自然を生かした総合公園として各ゾーンの整備により、様々な年
齢層が多種多様な利用が出来るよう整備を進める。また整備中の公園も含め、今後進展する施設の老朽化に対する安全対策の強化及び改築・更新費用の平準化を図る観点から、適切な施設点検、維持補修等の予防保全的管
理の下で、公園施設長寿命化計画に基づいて整備を行う。

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（アウトカム指標）

　　アウトカム指標の定義及び算定式 アウトカム指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
４１５百万円 Ａ ４１５百万円 Ｂ Ｃ

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

19ha 20ha 28.6ha

効果促進事業費の割合

0% 10% 100%

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）（事業箇所）

四日市市 散策路及び広場整備　8.9ha 四日市市

四日市市 遊戯施設更新・改修等 四日市市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
全体事業費
（百万円）（延長・面積等）

事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する ・公園整備を行ったことにより、災害時の収容人数を増やすことができた。
　　　交付対象事業の効果の発現状況 ・長寿命化計画に基づき、老朽化していた木製遊具を更新することにより、安全で安心できる遊具になった。

最終目標値 ２８．６ｈａ
Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値計画通りに予算を確保できなかったことや地元との調整が難航したことにより、事業進捗に遅れを生じたため。

に差が出た要因
最終実績値 ２０．７ｈａ

最終目標値 ２，５００人
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値 ２，５００人

最終目標値 ３３公園
目標値と実績値老朽化した大規模複合遊具に絞り込み、更新を実施したため
に差が出た要因

最終実績値 ３公園

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

四日市市の北部に位置する垂坂公園・羽津山緑地は、幼児から高齢者まで幅広い層の憩いの場として利用されている一方で、緊急時には市民の安全を確保する避難地としての
機能も有する。そのため、より一層計画的な予算確保や地元との着実な合意形成に努めながら公園の早期整備を目指していく。

指標② 垂坂公
園・羽津山緑地
の災害時の収容
人数

指標③ 公園長
寿命化計画に基
づく整備公園数

指標① 垂坂公
園・羽津山緑地
の供用面積


